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　A群は，夫立ち会い分娩に意義を感じ，満足した群で

ある。例えば，「生命の誕生に感動した」「女性の偉大

さを感じた」「自分の子供と実感できた」などと肯定的’

な意見をもっている人たちである。

　B群は，対象者の夫たちが夫立ち会い分娩に意義を感

じたかどうか判断しがたい群である。

　C群は，夫立ち会い分娩に意義を感じたが，十分に満

足できなかった群である。

　D群は，「役に立たなかった」あるいは「夫は立ち会

わない方が良い」というように，夫立ち会い分娩に意義

を感じておらず，夫立ち会い分娩に関して，否定的な意

見を述べた群である。

　そこで，私たちは，なぜ，夫立ち会い分娩に満足しな

かったのかを探るために，肯定群のA群と否定群のD群

について，次のように比較検討した。

，①夫立ち会い分娩に対する夫の主体性をみるために，

「夫立ち会い分娩を最初に希望したのはどなたでしたか」

という設問をした。その結果（表2）A群では，’夫ある

いは夫婦でというように，夫に主体性のあったものが35

％あらたがジD群では皆無であった。

　②　「どのような考えで，分娩に立ち会うことに決めま

したか」という問いに対して，「妻の役に立ちたい」「分

娩は夫婦の共伺作業である」あるいは「子供の誕生をこ

の目でみたい」と主体的な考えが述べられていたものが

A群で95％，D群ではそれよりも低率で33％であった。

　③　覧夫の妊i娠・分娩等に関する学習”についてみた

ところ，表4のごとく，A群，D群とも70％前後の夫が

本を読んだとかラマーズ法の学習などをしていた。

衷2＊「夫立合い分娩」を最初に希望したのは，

　　　　どなたでしたか？

A　　群 D　　群

夫婦で 13例 20．0％ 一 一

夫　が
10

15．4 一 一

妻　が
42

64．6 6 100．0

衷3＊妊娠・分娩などに関する知識をえましたか？

A 群 D 群 全　例

し　　　　　た 46例
70．8％

4
66．7％

65

699％
時問がなカちた

6 1 工1

必要がなかった
3 0 3

しなかっ・た
10 1 14

表4＊どのようなことをしましたか？

A　群 D　群 全　例

脅一ズ法の講習 、コ例 0
541．5％

〃，父親学級
1 0 1

ラ塾一ズ法を目習
19

41，3
125．0％

27

〃，父親学級
1 0 1

〃，本を読む
2 0 2

父　親　学　級
6 1 7

そ　　の　　他
12

26．1
250．0

21

32．3

N．A
1 0 1

　④、分娩時の援助”についてみると（袈5），ラマ

ーズ法に従ったり，腰の圧迫をしたりした夫は，A群82

％，D群67％，全体では79％であった。多くの夫が，何

らかの形で分娩時の援助を行っていた。しかし，「何を

してよいかわからなかった」夫が，A群では9％に対し

て，D群では17％と高率であった。1

　⑤　前述の援助の効果は，表6のとおりである5「あ

まり効果がなかった」と答えた夫は，A群では11％，b

群では高率で50％であった。

　⑥　「夫立ち会い分娩を経験して，もっと知っておき

たかったと思うことがありましたか。」という設問に対

して，知っておきたかったことがあったと答えた率は，

A群で63％，D群では低率で33％であった。（衷7）

　私知っておきたかったととの内容’について両群間を

検討することは，D群が少数例なので不可能であったが

対象全体では，、分娩の経過が知りたかった　47％，覧妊

娠中・産後の女性の心理について”　40％，集呼吸法”

が30％であった。　（表8）

　⑦次の分娩時の立ち合いの希望をみたところ（表9）

「是非立ち会いたい」と答えた人は，A群では88％だう

たがl　D群では皆無であった。D群のr次回は立ち合い

表5＊陣痛室や分娩室で，奥様にどのような

　　　ことをしてあげましたか？

A　群 D　群 全　例

ラマーズ法や
腰の圧迫など

53例
81．8％

4　66．7％
73

78．5％

その他｛鰯痛　　　はげましの冨葉 6 1 9

何をしてよいか
　わからなかった

6　9，2 工　16．7 9　9．7
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出産の予定なし
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たくない」という4例の理由として雰「分娩は医療に、ま、

かぜるべきだ」’く、とが，1軍男にでぎるこドとはない」》， あるい

ば1イ何もしてあげられないから』，， 1そ七てボ「疲れる1だ．

けだから」ということがあげられている。　　（ 憲・、k

　　　　　　　’弘11』』 ☆こ 、－ 1 i
1・． 一二戸“）

　♪皿・1、 考　1察』ンニ・※』Q♪ゼ　｝…1，ジ＝ 1黙・1く・1＝ ・皐ぐ一一 ジゴン序・1・1

　　　・ン・』1』いL∴Vlr：＝ し1』・』

△
・rl．し ＝、lr ㌧ン1 r・ 』r ～）

r・

（胤・ 夫立ぢ会憾分娩の意義・』ピ　、 ゴ騨、 ．＝，

、今回は報告じて いな碍がポ夫立ち会い分娩階対ずる妻

の意見も調査しておウ，．』96％の妻が奔分娩に立ち会って

もらう人としてジ夫を選んでいる。こDたがづて，』産婦に

とうで，夫が最も心強覧きパ菖ドナ碗であろう。1産婦の傍

らに夫が付き添づて恥ることで，㌧産婦の不安奪緊張ら 心

細さ が和ら’ぐのではないかと考えられる6・精神的な安定

は，身体的緊張を緩和するのに役立ち，産婦の疲労を軽

くすること1になり読分娩の進行にも有利に働ぐので毒る。

夫の役割は，精神的には，妻を支え，勇気づけ， 激励じ・，

お産の進行状態を妻に伝えることであるよ身体的には，

腹部のマジ サ÷ジ，’鞭の圧迫ゆ呼吸調整法のリ≧ズ拳と軌

筋弛緩の状態のチ欝ッ、ク等であるδ羅ζで得られる共有

体験は厨その後の夫と妻の関係に何らかの影響を与える・

ものと考える。ンまた詳自分達の子供の出産の場に居合わ

せ，i㌧重要な役割を果たむだどいう、こどは〆親子の←体感

を強くL感じるごどにむなる，のではないだろうがと思われ

る。　　！岐 ’r＝’ u 蹴r万｝（｝盤と ジr二1長 さ r、ず、τ「、．．

一♪2．』夫立ち会い分娩の問題点fU”心硫 完叛 が ◎

　①産婦と家族の出産に対する不安の相乗作用ン」Cコ

療従来も曇家族とくに実母が陣痛…差に付き添かことがあ

ぢたぴ「二ごの場合は鍔産婦の苦痛の訴えが多い時や分娩が

長びく時に1家族の心配・不安が高じドそれが産婦の不

安を助長じ〆悪循環という こどになり，kし恥ては；｝1医療

者側に分娩方法の変更を要求してくることもあった。二こ

れは’‘、予備知識もなく∫ また6分娩に立ぢ会う‘目的も不

明確なままに1ド立ち会づているかちであるし∫甑ご聖ン壕

　しがし，三現在の夫立ち会い分娩の場合は斜立ち会うこ

との理由や意義を明確にしてお・り，．夫は実母より比較的

冷静に行動できることい事前の面接等により繋医療担当

者側に対して信頼感をもづていることなどにより，，従来

のような実母による付き添いとは根本的に異なるも乙のが

あると 思われる5　、　’ 　 1亭、「． 1舜づ捨しi 1
ほ．

一ゴー

㌧②細菌感染危険の増加’ 、へ己「曽、セ下ぐぎべ・、⊃竃ラ1

　室内の落下細菌の数を調査すると，部屋への出入りの

人数に比例して，菌数が増加する。従って，関係のない

人間が清潔区域とされる分娩室に入らない方が良いこと

は確かである。しかし，夫が妻の分娩に関係のない人間
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かどうかの認識の差であると思われる。

　ただ，無菌，清潔にっいての意識は，医療関係者とは

差があるので，この点について，事前に指導が必粟と考

えられる。

　③医師。助産婦の仕事の妨げになる

　分娩室での医師や助産婦は極度の緊張を強いられてい

る。第三者の存在は気を散らすこととなり，夫の目を意

識して，あるいは，産婦へと同時に， 一夫醇も気をつかわ

なければならないことは，ぎりぎりの局面での判断に何

らかの影響を与えることも考えられる。

　しかし1胎児化死の場合，その場にいる夫には，状況

がよく理解でき，1産科手術が必要となった時も，その必

要性は理解しやすいようである。そして，1また， 医師や

助産婦の爽剣な取り くみは，立ち会う人に感銘を与えて

いるようである。

r④大出血・重症仮死・奇形児出産などの異常の場合ど

うするか二

　第三者の存在の有無にかかわらず，医療担当者には常

に冷静な対応が要求されるのであっ て， これが分娩の立

ち会いを避げる理由にはならない。奇形児に対しては，

その場で異常を視認しながら説明でき、るので， 後で説明

するよりも，理解を褥やすいように思われるず しかし，

大出血・重症仮死など難かしい処置を強いられる場面に

相遇した時の対応については，・朋確な解答，あるいは，

解決策は，私たちもまだ持つにいたっていない。

　⑤「夫は分娩に立ち会わないほうがよい」という意見

について・

　この調査で，夫立ち会い分娩に関して否定的な意見を

述べたD群と，』肯定的な意見を述べたA群とを比較検討

した結果，D群の夫の特徴が明確となった。

　 D群の夫が，夫立ち会い分娩に満足できなかった原因

として，次の二つのことが考えられる。

　第』の原因はl　D群の夫は，A群の夫に比べ，夫立ち

会い分娩に関して消極的で，その目的が明確にならない

ままに， 分娩に立ち会ってしまったということである。

このような夫の場合，妻の傍らに付き添っていることが，

妻に精神的な安定をもたら』し， お産にもプラスに働くと

いうことを理解できなかったために，夫が立ち会う意義

が感じられなかづ たと考えられる。

　また，お産は医療者に任せるべきだという考えが強い

ために，夫立ち会い分娩の意義が見い出せず，夫婦二人

，、．　　　」、
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のお産というかかわり方ができなかった例もある。

　第二の原因として，分娩時，妻に何をしてあげたらよ

いかわからなかったり，夫の努力にもかかわらず，自分

のカでは妻の産痛を和らげることができないと感じたり

しながら，長時間妻につきそっていたために，無力感が

増したことが考えられる。心身ともに疲れてしまい，妻

の役に立てなか ったという感じが，出産の喜びより，強

く残ってしまった例と考えられる。

　しかし，以上の原因などから，夫立ち会い分娩に意義

を感じられなかったD群ではあるが，その婁6人中5人

は，「夫が立ち会って良かった」と評価していることに

注目したい。

　以上より，今後の指導において，次の二点を考慮する

ことが望ましいと考えられる。

　 現在，当院では，夫立ち会い分娩の申し出があった場

合，医師が夫婦と事前に面接しているが，今後は，申し

出のあった時点で，夫立ち余いの動機や目帥等を伺うア

ンケートを行い，目的が明確か，主体性があるかどうか

などを把握し，面談時の指導にいかす。．

　例えば，立ち会い分娩に消極的な夫と感じられる場合

には，妻のそばにいるだけで，夫としての役割が遂行で

きることを強調し，その姿に1ま，夫立ち会い分娩に関す

る話し合いを夫婦間でもたれるように，そして，その目

的を夫婦の中で明確にするように助言する。

　第二点としては，夫が立ち会っていて，無力感を味わ

うことのないように，分娩時の効果的な援助方法を具体

的に指導することである。失に対しては，母親学級への

参加を促す。夫婦が私達の援助を必要とする時には， い

っでも呼応できるような俸制を整備する。

　最後に，自分のカでは妻の産痛を思っていた程和らげ、

ることができなかったために，無力感を強く感じ，精神

的役割をも否定し，そばにいることに耐えられなくなっ

て，しかも，そこから逃げ出すわけにはいかない心理状

態に追いこまれた夫がいることに，
、～ず う対処した乾よい

かということが，今後の課題であると考える。つまり，

分娩前・分娩時の適切な指導だけでは，そのすべてが，

解決できるとは思われないということである。日頃の夫

婦の状態にかかわることでもあり，夫立ち会い分娩の意

義を強調して，どの夫婦にも一律に押しつけるようなこ

とは避けなければならないと思われる。
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